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ミュ γへンの現代史研究所 Institutfur Zeitgeschichte所蔵の小冊子「国民社会主義
とマルクス主義(国会公式遮記録によるヒルファーディングの演説)J:>Nationa1sozialismus 
und Marxismus (Rede【Rudolf)Hilferdings nach dem amtl Reichstagsstenogramm) 
Berlin， 1932 (以 fHilferding と暗記してヲ|用J~は J ットシヤノレヒの作成したヒルフ
ァーディソグ主要著作目録2'>Verzeichnis der wichtigsten Schriften von Rudolf Hil. 
ferding， in: W Il:Eried Gottschalch， Struktuπe吋 n品川ng叫ゐrGeseZlsclu:{β und politi 
sches Handeln in der Lehre von Rudolf Hilferding， Berlin， 1962， SS. 268-273)のう











を対置した。 こうしてこの論争はハ ケ γ クロイツ主義者どもの識滅的敗北で終った」
という (Hilfe，ding，S. 3. [ J内は引用者〕。
批判されたシュトラッサ の周会演説もまた「労働とパγJ~Arbeit u冗aBrot! 
Reichstagsrcdc dcs natニsoz.Abg. Gregor Straser am 10. Mai 1932， Munchen， 1932 
「以下 Straserと略記して引用J<といラ標題の小冊子として公刊されている。その内容は，
シュ}ラッ+ー綱領として周知となったナチスの緊急経済綱領と周一白政策路線を提示
しており (Vgl. Gerhard Kroll， Von der肱eLt叩 irtsch弓ftskrisezuγ Staatsko吋unktur，
BeI1in， 1958， SS. 426-435)， 1932年 7月選挙におけるブチスの勝利がこの新綱領に負う
























ヴォ I お上び拍手唱采〉。 それゆえに，われわれがとのようむ要求を提示する2とき，:b




ing， S.11. [ J円はヨ|用者〕。ヒルファーディングは，当面白打開策として労働時間短縮
による労働機会の拡大を提示し， こうして失業主緩和すべく労働者の連帯に訴えたので
あるが， この点はシュトラッサーの国会演説においてすでに i労働時間短縮はいまや
諸君 1社会民主党]り万能薬 Eある」と (St四 ser，S. 6)ゅ皮肉られτいたところであった。































害によって実塊きれえないことが批判されている点を紹介して (ibid.，s. 11)， ショー トラ
ッサーの政策路線がd ベーノLの発言の二番煎じにすぎないことを調刺しつつ， 同時に，
ヒルファーデイングとシュトヲッサー (93) 93 
ナチスρ批判する「体制」 ヴァイマノレ共和制ーーが内地植民政策にかんLて目覚ま
しい成果をあげてきたことを力説した。 Iプロイセンにおいて， 1919年から 1931年ま















































しかも， ヒノレプァーディングが， シュトヲッ十 の剰窃を指示しつつ. Iシュトヲッ
・・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . 
サー氏がこりようなマルクスの思想乞 従来われわれのアジテーシ冒 γが幾分近づき難
かったサークルで普及させたことについては yュトラッサー氏に謝意をあらわさねば



















ヘ ゲノレりごとき人々の嗣子である(社会民主党側で，プラグォ -1 および拍手昌采)Jとヒ
ノレファーアィングが述べるとき(品id.，S. 9)， さすがに傾聴に値する重みを感じさせる







ディングは国会演説を結んでいる (ibid.，S. 16)。しかしz 歴史の軌道は第三帝国へと転
轍されてゆき， ウォイチンスキー Wl.S. W oytinsky が回想するように， 歴史はヒル
ファーデイングをヴァイマノレ共和国の墓掘り人夫に選んだのであった (W歴史を生きる』
[ 2)直井武夫訳，論争社， 1961年， 316ページ)0 r真理」はついに貫白かれることはなかっ
た。われわれは改めてここに， r真理は具体的である」というあのレ ニンの冷厳な言
葉 C，民主主誼革命における社会民主党白二つの戦市J fレーニン全集』第9巻， マルクス=レーユ
ソ主義研究所訳，大月書官.1955年， 80へ-0>)を想起せざるをえない。
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